
　
災
害
や
紛
争
発
生
時
、
世

界
3
0
力
国
に
あ
る
支
部
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
多

国
籍
医
師
団
を
結
成
し
て
緊

急
人
道
支
援
活
動
を
展
開
す

る
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会

　
「
総
合
協
議
資
格
」
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
本
部
＝
岡

山
市
）
の
脹
脛
代
表
か
ら

話
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は

国
際
社
会
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

　
菅
波
茂
代
表
私
た
ち
の

根
底
に
あ
る
考
え
方
は
「
相

互
扶
助
」
で
す
。
「
困
っ
た

ｉ
ｙ
｀

と
き
は
お
互
い
さ
ま
」

う
精
神
に
基
づ
い
て
、

ら撃

や
災
害
で
困
っ
て
い
る
人
に

対
し
、
医
療
分
野
を
中
心
に

国
際
人
道
支
援
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
目
的
は
世
界
の
平
和
に

寄
与
す
る
こ
と
。
平
和
と

　
　
　
　
　
　
　
は
、
「
家
族
の
今

ｎ
ｎ
ｌ
Ｈ
ｎ
７
広
口

　
　
　
　
　
　
　
族
の
明
日
の
希
望

を
実
現
で
き
る
状
況
」
と
考

え
ま
す
。
「
今
日
の
生
活
」

と
は
食
と
健
康
で
あ
り
、
「
明

日
の
希
望
」
と
は
子
ど
も
に

教
育
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

　
安
全
保
障
に
は
、
外
交
・

軍
事
と
経
済
の
両
面
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は
こ
れ
に
［
人

道
援
助
］
を
加
え
る
べ
き
だ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島

沖
地
震
が
発
生
し
た
。

　
菅
波
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
か

ら
は
、
1
0
月
１
日
か
ら
1
5
日

ま
で
、
医
師
や
作
業
療
法
士

な
ど
計
７
人
の
医
療
チ
ー
ム

を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
パ
リ
ヤ
マ
ン
地
区
を
中
心

に
、
約
１
１
３
０
件
の
巡
回

涜
明
啖
世
界
の
弱
者
の
味
方
に
口
四
大

ＡＭＤＡグループ代表
芸習冒ツァムダ理事長

　　菅波　茂ａ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
人
道

援
助
安
全
保
障
」
は
、
民
族

や
文
化
、
宗
教
の
違
い
を
超

え
た
「
多
様
性
の
共
存
」
で

あ
り
、
お
互
い
の
尊
敬
と
信

頼
に
よ
っ
て
ヽ
砂
嚢
誤
解

を
解
い
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
－
－
今
年
９
月
3
0
日
、
イ

　
　
　
　
　
－
　
－
『
ｊ
■
ｊ
－

る
ヽ
目
の
痛
み
や
諮
を
訴
え

る
患
者
が
多
く
、
現
地
で
は

医
薬
品
が
不
足
し
て
い
ま

す
。

　
―
‐
‐
－
‐
白
本
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
。

　
菅
波
紛
争
や
災
害
の
被

害
者
は
、
″
究
極
の
弱
者
″
。

こ
う
し
た
人
に
と
っ
て
最
大

の
励
ま
し
は
、
「
あ
な
た
方
一

は
見
放
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。
見
放
さ
れ
る
こ
と
は
、

弱
者
に
と
っ
て
絶
望
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
今
回
の
ス
マ
ト
ラ
島
冲
地

震
で
は
、
公
明
党
の
谷
合
正

明
参
院
議
員
が
い
ち
早
く
現

地
入
り
し
ま
し
た
が
、
本
当

に
素
晴
ら
し
い
。
国
益
を
考

え
れ
ば
、
世
界
の
紛
争
や
災

害
現
場
に
日
本
の
国
会
議
員

が
駆
け
付
け
、
「
日
本
か
ら

来
た
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
・
ジ

を
発
信
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
で
す
。

　
公
明
党
に
は
、
日
本
だ
け

で
な
く
、
世
界
の
弱
者
の
味

方
と
し
て
、
先
頭
に
立
っ
て

も
ら
い
た
い
。
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